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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 実時間硬熱ルー
プ近似Dyson-
Schwinger方程
式に基づく熱
ゲージ場理論の
相構造の解析

単 2006年5月 名古屋大学セミナー 実時間形式による熱場の量子論
のレビューおよび我々の実時間
硬熱ループ近似DS方程式に基づ
く相構造の解析を発表した。

概　　　　　　　要

（学会発表）

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

平成17～18年度科学研究費基盤研究（C）「高密度クォーク物質中での強磁性相の自発的生成
と強磁場の出現に関する研究（研究代表者・奈良大学教授　中川寿夫）」研究分担者。

奈良教育大学教育学部非常勤講師（前期：量子力学・物質科学数学Ⅱ、後期：原子物理学）

京都大学基礎物理学研究所研究会「熱場の量子論とその応用」世話人
パソコン入門講座講師、EXCEL入門講座講師

情報処理センター所員（併任）
ホームページ委員会委員長、入学試験委員会委員、情報処理センター運営委員会委員、
図書館委員会委員、紀要編集実行委員会委員、ネットワーク委員会委員、
教養部ホームページ委員会委員長

現在の専門分野 素粒子理論

研究課題 有限温度・有限密度における場の量子論の研究

取得学位 大阪市立大学理学博士

所属学会 日本物理学会、アメリカ物理学会、素粒子論グループ

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 1987年3月大阪市立大学大学院理学研究科物理学専攻後期博士課程単位取得満期退
学



② 硬熱ループ近似
Dyson-
Schwinger 方 程
式 を 用 い た 熱
QEDの相構造の
解析：ゲージ不
変な解

共

③ Analysis of
the phase
Structure of
Thermal QED
Through the
HTI.resummed
Dyson-
Schwinger
Equation-A
Gauge
“ Invariant ”
Solution

共

④ 奈良大学情報処
理センターにお
ける教育支援シ
ステムの試み

単

⑤ 硬熱ループ近似
Dyson-
Schwinger 方 程
式 を 用 い た 熱
QEDの相構造の
解 析 ： ゲ ー ジ
「不変」な解

共

① 奈良大学情報処
理センターにお
ける教育支援シ
ステムの試み

単

② 硬熱ループ近似
Dyson-
Schwinger 方 程
式を用いた相構
造の解析：ゲー
ジ不変な解

共

2006年11月 平成18年度情報教育
研究集会講演論文集
pp.625-627

平成18年度教育研究集会での発
表の講演論文。

2006年12月 素粒子論研究第114
巻、第3号、pp.C138
－C140

基礎研究会「熱場の量子論とそ
の応用」での発表の研究会報
告。

2007年3月 日本物理学会2007年
春季大会

硬熱ループ近似DS方程式に基づ
いて熱QEDの相構造の解析をし
た。Ladder近似において、ゲー
ジパラメータが実数および複素
数の場合にWard-高橋恒等式をほ
ぼ満足する解が得られ、その両
者がよく一致していることを示
した。

（その他）

2006年11月 日米合同物理学会
（ハワイ）

硬熱ループ近似DS方程式に基づ
いて熱QEDの相構造の解析をし
た。Ladder近似・Landauゲージ
では、Ward-高橋恒等式を満足し
ない。ここでは、ゲージパラ
メータが実数の場合にも恒等式
をほぼ満足する解が得られるこ
とを示した。

2006年11月 平成18年度情報教育
研究集会

奈良大学情報処理センターで平
成18年度より始めた「教育支援
システム（施行版）」について
の概要と課題などを報告した。

2006年8月 基礎研究会「熱場の
量子論とその応用」

硬熱ループ近似DS方程式に基づ
いて熱QEDの相構造の解析をし
た。Ladder近似・Landauゲージ
では、Ward-高橋恒等式を満足し
ない。ここでは、ゲージパラ
メータが複素数の場合に恒等式
をほぼ満足する解が得られるこ
とを示した。


